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　令和７年度も、全国で唯一の知的発達障害児者当事者団体としての役割を果たす

ために様々な活動を展開していきます。

心からお慶び申し上げます。

　神奈川県手をつなぐ育成会の皆様には、知的障がい児

者やそのご家族のネットワークづくりはもとより、障が

い及び障がい児者に対する県民の理解を深める研修事業

の実施などを通じて、知的障がい児者とそのご家族の福

祉の向上に格別のご尽力をいただいておりますことに、

深く感謝を申し上げます。

　本日は、障害福祉関係の令和 7 年度予算や新たな事業

についてご説明させていただきます。

　令和 7 年度の当初予算について、障害福祉費の増加率

は、前年度に比べ 108.4％となっています。これは障害

福祉サービス利用者の増加に伴う障害者自立支援等給付

費の増加が見込まれるためです。障害福祉の関連予算は

年々増加しています。

　個別の事業についてです。県が新たに取り組む主な事

業として、令和 8 年 4 月に予定している県立中井やまゆ

り園の地方独立行政法人への移行に向けた事業などがあ

ります。

　障害福祉課の新たな取組をいくつかご紹介します。

はじめに、「障がい福祉の支援体制づくり」として、新

たに 3 つの事業　①医療的ケア児者歯科人材養成事業　

　②医療的ケア児等支援者養成事業　③高次脳機能障害

支援者養成事業を実施します。

　また、「障がい者の多様な働き方の推進」として、新

たに 3 つの事業　①障がい者の多様な働き方推進検討会

　②障がい者就労アセスメント理解促進事業　③障がい

者就労相談基盤整備事業を実施します。　

　県としましては、今後とも障がい児者に関する理解促

進と社会参加の推進に努め、「ともに生きる社会かなが

わ」の実現に向けて、皆様と力を合わせて進めてまいり

たいと考えていますので、ご理解と一層のお力添えをい

ただきますようお願い申し上げます。

　今年度より障害福祉課長となり

ました山下です。どうぞよろしく

お願いいたします。

　本日は、神奈川県手をつなぐ育

成会の令和 7 年度総会が、このよ

うに盛大に開催されましたことを、

　昨年度に引き続き防災あんしんブックの第２弾や研修会等を予定していますので、

皆様ご協力のほどよろしくお願いいたします。　   　　　　　会長　中川　孝子

4 月 18 日 ( 金 ) かながわ県民センター

令和７年度
神奈川県手をつなぐ育成会総会

　令和７年度総会が開催されました。来賓の方々にご挨

拶いただいた内容をお伝えします。

会長挨拶
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　昨年は一身上の都合で宮崎に

帰ることとなり総会に欠席した

ことをお詫び申し上げます。　

　この度新しくなりました総合

保障制度については昨年末に決

定されました。説明会が 2 回し

　当会は様々な福祉事業所が

437 集まったオールかながわの

連合会です。

　ご本人の暮らしにおいては、

車で例えると家族と支援者が両

輪となり、ご本人がドライバー

者と障害者だけが取り残されるという現象が起こりま

す。今回直接支援をさせていただいたことは、ほぼ通院

介助でした。全育連としても、通院の際にはヘルパーが

車を運転できることを要望事項に出していきます。今回

の経験から、日頃からのつながりを作っていくことが大

切と改めて感じました。

　成年後見制度の見直しは今年の 11 月までに中間取り

まとめまで進むと法務省で示されました。全育連からも

情報を流しますが、パブリックコメントを取るのでご注

目いただければと思います。障害福祉サービスの関係に

ついては今年度は動きがありませんが、次回の報酬改定

に向けて要望書を出し続けることが大切です。

　最後に、全国大会が 11 月 8、9 日に東京蒲田で開催さ

れます。ふるってご参加ください。今回から会員外でも

参加できるようになりました。「育成会ってどんなこと

をやっているの？」と、特に若い世代の親御さんが育成

会に入るきっかけになればと思います。そうそうたる講

師陣の顔ぶれとなっていますので乞うご期待ください。

　今年度も研修会では県内各所に回らせていただきます

のでよろしくお願いいたします。

となって、ご自分の意思でハンドルを切って、自分の人

生を進みます。我々は安全な運転ができるようにセーフ

ティネットをつくり支えていきたいと考えています。

　また、昨年は能登半島地震に係る応援職員派遣事業と

して 5 月 12 日～ 11 月 9 日までの 5 か月間、延 82 名の

職員が 1 週間ごとに輪島市の仮設住宅や能登町の入所施

設に応援に入りました ( 延 570 日 )。一番勉強になった

のは福祉施設が防災の拠点であったということです。非

常時だけではなく日頃から地域の人たちと繋がっている

ことが大事だと実感しました。

　全育連が所属している JDF（日本

障がいフォーラム）の一員として、

一週間能登へ行ってきました。まだ

家もつぶれたままで大変な状況でし

た。大きな災害が起こると動きが取

れる人は別の場所に出ていき、高齢

かできずに、皆様にはご心配をおかけしました。値上が

りしても内容が伴わないということにならないように、

県下 1 万人の会員の皆様にはサービスの充実を強化して

まいります。皆様のデータをクラウド管理にし、また職

員を 1 名増員し業務の標準化を図り、より良いサービス

の対応ができる体制を整えてまいります。まだ加入され

ていない方もお気軽に相談いただければと思っていま

す。

　出席者 30 名、委任状 20 名

の計 50 名により本総会は成立

しました。また議長に逗子支部　

山田弘子さんが選出され、議案については全て賛成多数

により承認されました。
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輪島からのメッセー
ジ　その２  

　育成会を含む様々な団体からのヒアリングを参考に策

定された「新たな地震防災戦略」、その目指すべき将来の

姿は「誰一人取り残さない防災」としています。その目

標達成のために５つの視点が定められ、特に『災害に弱

い立場に目を向ける』視点では、自助・共助・公助のあ

らゆる取組について徹底して当事者目線に立って推進し

ていくことが掲げられています。

　またこの取り組みを達成するために 10 個の重点プロ

ジェクトが定められました。その中でも育成会に関連深

いプロジェクトの『要配慮者対策』について、まず県の

取組としては自宅の耐震化や危険区域からの転居等、在

宅避難の取組みを支援、福祉避難所においては運営体制

を強化すること、次に県民や事業者の取組としては共助

としてとても重要となる地域での顔の見える関係づくり

を行っていくこと、そして市町村の取組としては個別避

難計画の策定を進め円滑な避難の支援に努めていくこと、

とのお話がありました。

　後半は、今年度の施策についての説明で、『私の被害想

定』というデジタル技術を活用した仕組みについての紹

介がありました。災害発生時に直面する場面と取るべき

行動、事前の備えなどをスマートフォンで検索・確認で

きるようになるとのことで、こちらは現在開発中だそう

です。また、すでに運用中の LINE 公式アカウント『かな

がわ防災パーソナルサポート』も機能が拡充されるとの

ことですのでぜひ活用していきたいと思います。

　今回の講演を聞いて、県の最新の取組を知ることがで

き、大変参考になりました。私たちの防災意識の向上と

災害時における不安が

少し緩和されたと思い

ます。

　なお、危機管理防災

課 と の 懇 談 報 告 は 7

ページ、要望について

は 6 ページに記載して

います。

危機管理防災課講演

地震から 1 年半、豪雨から 9 ヶ月が過ぎました。復旧が追い付

かず未だ水道・電気が通っていない世帯があります。解体が進み

様子が変わった町…落ち込みそうになりますが、元の暮らしを取

り戻そうと皆前を向いています。今は穏やかな山海の景色が励ましてくれてい

る気がします。明るい話題も増えてきました。

3 月に「啓発キャラバン隊ぴーすのたね」が全員そろって活動する事が出来ま

した。小学生と地域の方が参加。皆さんの笑い声を生で聞けて本当に嬉しかっ

たです。4 月は復興コンサートに招待され観光バスでお出かけしたり、又村さんが訪

問して下さったり、本人達も大喜び。5 月は輪島市育成会で茶話会。市外に避難して

いる一家族を除き、地震後初めて皆で集まり「これまでの事、これからの事」を話し

ました。そして、7 月には元の場所で再建中の我が家が完成予定です。

今、私は輪島市社協で災害たすけあいセンター見守り・相談支援の仕事をしています。

訪問・聞き取り等で８０５０問題、行政との繋がりがなかった支援の必要なご家族の

問題が浮き彫りになり、日頃から人との繋がり、まさに「手をつなぐ」と言う事がい

かに大切かを感じております。

まだまだ長い道のり、皆さんの応援を力に無理せず進んで行きたいと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぴーすのたね　山本多恵子

「新たな地震防災戦略について」の講演を聞いて

神奈川県くらし安全防災局防災部危機管理防災課
   　千野勇生 様
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　　　　　　5 月 総会　9 月 バス旅行　
　　　　　 12 月 ふれあいフェス　3 月 お楽しみ会　
　　おしゃべり会 ( 毎月 ) 　 市長面談  　 勉強会　
逗子市スポーツ協会共催「みんなでプロジェクト」( 毎週 )

　　　　　　5 月　総会、懇親会　
　　　　　10～12 月　バス旅行　施設見学
              1 月　新年会　音楽療法・太鼓 ( 毎月 )

　　　　　　5 月 総会　7 月 研修会
　　　　　　11 月 みうら市民まつりバザー 　障害基礎
年金 DVD 学習会 ( 秋予定 )　12 月 バスツアー　　
幹事会（11 回）→幹事会だより発行　
三浦まんぼうクラブ・おさんぽまんぼうで本人の体力づ
くりや余暇活動　本人部会は独自で活動　

　　　　　昨年新入会員の新しい活動を計画。
　　　　  11/7 「防災」に関する研修会と防災実践を計画   
県「ともしび号」を利用してのバス旅行（7 月・2 月予定）    
新成人を迎えて新年会（1 月）
年 4 回情報交換や親睦を兼ねた「いく・育・カフェ」開催
会員間の意見交換や会からの情報発信を一層進めていく 1
年に　  今年度も藤沢・寒川の支部と連携して「障害基礎
年金 DVD 学習会」等研修会を計画予定

　　　　　4/30 総会　6 月・11 月　地区別懇談会　
              8 月　市に要望書提出　
12 月　ふれあいフェスタ参加　　他に研修会　
月 1 回定例会　会報誌「手をつなぐ Fujisawa」発行

　　　　　 定例会 (5/11 7/13 9/14 11/9 1/18 3/8）
              本人支援レク「ボウリング大会」（7/27、2/15）
4/19　福祉団体協議会総会　寒川手をつなぐ育成会総会
5/31　「福祉活動センター祭り」
6/18　研修会「親なきあと」「親あるあいだ」の準備相談
室ココらぐ  講師　横田暁氏
9/20　福祉団体協議会研修会バス研修
10/4　「ふれあい福祉フェステイバル」
11 月　研修会 1/18　新年会 

9/18　横浜市在住の会員と懇親会を開催

　　　　　 年３回の会報発行と、パンフレットの
　　　　　リニューアル　 ホームページの他、グーグル
マップとインスタで「ともいきスペース」の情報発信
バス旅行　親睦会　福祉会館まつり　　
8 月 成年後見制度研修会　　障害基礎年金 DVD 学習会
（秋予定）　設立 70 年に向けての企画準備スタート

　　　　   今年度も湘南西部ブロック会議での情報交換
　　　　　や協働行事への参加を主に、地域の会員以外
の当事者家族・事業所などとの連携も進めていきたいと
思います。
　　　　 　 毎月第４金曜日 定例会　
               なのはな、カンナカンナ運営委員会に参加　
自立支援協議会への参加　5 月　総会　
9 月　ふれあい福祉のつどいに参加　10 月　日帰りレク
12 月　クリスマス会　２月　勉強会　その他

障害基礎年金 DVD 学習会　
   ▶　記載以外の支部や地域も計画中
各ブロック毎にまとめて掲載しています。
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　　　　　６/29　日帰りバス旅行（山梨方面）
　　　　　毎月　スポーツ教室
隔月　おしゃべり会 ( 会員外の方も参加できます）
そのほか研修会、親睦会を予定しています（日時未定）
役員会は８月と１月を除き毎月開催

　　　　　  6 月　ボウリング会　7 月　会員総会
　　　　　　10 月　道灌まつりバザー出店 　
 バス日帰り旅行　　11 月　みかん狩り　
 12 月　ふれあい福祉まつり
 1 月  　新年の集いと二十歳を祝う会

　　　　　 4/5 総会　　6/28 日帰りバス旅行
              9 月　勉強会   10 月　芋掘り大会　11 月 
　 麺販売　 12/13　お楽しみ会     2 月　会員親睦会
  役員会は 4、6、9、11、1、3 月

　　　　　　5/11 父母会    6/8 ピクニック
　　　　　　7/6 父母会     
 9/7 保護者ホーム大掃除 & 父母会
10 月 チャリティバザー準備
11/3 秦野市民の日チャリティバザー出店
11/15 父母会＆保護者・職員・支援者親親会
1/18 父母会    3/15 父母会

　　　　　　 6/8 に総会を行います。
　　　　　　全体会は年 5 回、他の月も入所施設である
紅梅学園の家族だけの集まりは行います。
施設と共催する紅梅祭りを 11 月に計画しています。
施設との連携強化の取組を行います。
関連団体と連携した各種勉強会を計画します。

　　　　　 4 月　総会　　　6 月　さくらんぼ狩り
　　　　　 7 月　施設見学　　10 月　バーベキュー　
　　1 月　新春お楽しみ会　　2 月　福祉講演会

　　　　　人権啓発トークショー 2025「してみない？
　　　　　支援の断捨離」（8/1） と、高齢化した会員さ
んたちの現状を踏まえて、皆で助け合う関係性について学
ぶ事業を教育委員会、地域包括など行政を巻き込んで開催
していきます。
　　　　　会員の親睦を図るための交流会（７月・
             11 月・２月予定）　９月　日帰りバスハイク
年に４回、会報「こぶし」を発行します。
５月の決算総会には、行政懇談会を同時開催します。

              4/26　2025 年度総会
              5/17　グランドゴルフ大会
7/10　応急手当講習会　　12/13　クリスマス会
2/21　防災講習会   その他 バスレクを予定しています。

               6 月　ボウリング会　7 月　会員総会
　　　　　　10 月　道灌まつりバザー出店 　
 バス日帰り旅行　　11 月　みかん狩り　
 12 月　ふれあい福祉まつり
 1 月  　新年の集いと二十歳を祝う会

　　　　　フライングディスク ( 毎月 )
             6/17　東日本震災ドキュメント映画の視聴　
歯科研修会（時期未定）お芋掘り（秋）
その他障団連主催の運動会　バス旅行　研修会参加

　　　　　防災研修会～非常食を作る、食べる体験 
             あんしんノート勉強会　施設見学会　
激励会バス旅行　居場所づくり　本人活動企画　余暇活動

　　　　　5/19　総会　9/24　座間キャラバン講演会
　          11 月　信託保険勉強会　　茶話会・レクリエー
ション・長期休みを除き月１回定例会等、これからも意
義のある活動を行っていきたいと考えています。

　　　　　4/22　総会　5～6 月　地域啓発活動
              7～8 月　ボランティア交流会　9/30　健康
福祉フェスティバル参加協力　10 月　学校卒業後の福祉
サービスについての学習会 　11/8～9　全国大会参加　
11/30　仙石原文化センターまつり参加協力　12/3　障
がい者週間地域啓発事業ふれあいミニコンサート🎵演奏　
福井真澄さん（映画音楽、J ポップ他）　1～2 月　親睦会
　地域啓発活動　3 月　年間総括　総会準備
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　　包括型グループホームにおいて、本人の体調不良など、

日中もグループホームで支援を受けた場合は加算がつくと

聞き安堵しましたが、加齢に伴い日常的に医療ケアが必要

になる方はいます。看護師配置などの対応ができないこと

を理由に退去を求められることがないようにしてください。

また、健康診断や歯科検診が知的障害者に受診しやすい環

境になるよう市町村とともに取り組んでください。

　　入所施設の方は利用したくても移動支援は支給されな

い市町村がほとんどです。意思決定支援により本人から外

出希望があった場合には利用できるよう、県は市町村に条

件緩和ができるよう支援をお願いします。

　　障害者のグループホームが増えていますが、最重度知

的障害や強度行動障害の方を受け入れるグループホームは

不足しています。入所施設にも入れず悲観した痛ましい事

件は後を絶ちません。家族が対応できなくなる時のことを

考え、選択肢を用意してください。また、入所施設からの

地域移行だけでなく、在宅からグループホームへの移行に

も施策を講じてください。県立グループホームは、サテラ

イトとして地域の緊急時の受け皿となり、専門性を持って

地域に開かれた施設となるよう要望します。

　　コロナきっかけもあり、現在福祉サービスの利用をし

ていない在宅状況の障害者の方が一定数いると感じます。

家族頼みの暮らしが長引くと、福祉サービスや情報からは

取り残されていきます。事業所に登録されていても通えな

い方を含め、まずは在宅状況の方がどの程度いるかを調査

してください。当事者の申告がないとわからないのでは「誰

一人取り残さない」は実現しません。調査できる方法が必

要です。そして支援対策も検討してください。

　　県で作成される「私の被害想定」サイトでは、選択肢

をチェックし、診断結果が見られるイメージですが、選択

項目の「支援が必要」という部分は、具体的にどんな支援

が必要なのかを選べるように、また複数選択も可能にして

ほしいです（見えない・話せない・聴こえない・歩けない・

パニック・判断困難・医療機器が必要、など）。そして選択

結果にも文字だけでなくイラストなども使って、具体的な

対策や備えを表示してほしいです。できれば結果の情報も

データとしてダウンロードできるようにしてください。ま

た、最初の画面で、「易しい表示」の選択ボタンで、ルビ付

き画面に切り替わるなどの配慮をお願いします。

　　子ども向けの啓発冊子や啓発動画は、知的障害者にも

分かり易いのではと期待をしています。易しい言葉やふり

がな、イラストや写真などを使い、分かり易いものにして

ください。

　　県としてトイレカー 10 台（一般５台・バリアフリー

対応５台）の予算を確保され、分散配備の予定とお聞きし

ました。今後も障害児者に向けた県の取り組みについて情

報発信してください。

　令和 8 年度予算要望について 3 つの要望と 1 つの請願

を提出しています。

① 暮らしについて

③ インクルーシブ教育の現在と今後について

　　インクルーシブ教育実践推進校は現在 18 校となり、

通いやすい場所に選択肢が増えましたが、ほとんどの学校

で定員割れとなり、中には半数以下のところもあります。

就職支援や福祉の情報不足なのかと懸念します。様々なス

タイルの学校も増えていますので、学校選びが大切です。

ご本人・家族・中学校には、充実した進路情報を提供して

ください。また、インクルーシブ教育実践校ができて 10 

年が経ちます。現時点での総括と今後の見解を公表してく

ださい。

　　インクルーシブ教育実践推進校をはじめ、定時制、通

信制、クリエイティブスクール、フリースクールなど、学

② 防災啓発の取り組みについて
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　「インクルーシブ教育推進フォーラム」の記録から、

インクルーシブ教育推進課があるのは全国でも神奈川

県だけと知ったが、進んでいるのかと質問したところ

「全国的に見て進んでいるというわけでなない。平成 27

年 4 月に課を立ち上げたが、障がいの有無に関わらず、

全ての子どもを対象に取り組みを継続することが重要。

ゴールは無いが、 もし十分な状況になれば解散できる

のかもしれない。」 とのことでした。 各所での意見交換

　災害時の行政や消防、医療など、重要な情報につい

ては、電話やネット、SNS 以外にも幾つかの連絡方法

が確保されているそうです。また、防災あんしんブッ

クでもご紹介した、県の公式 LINE「かながわ防災パー

ソナルサポート」には、今年度制作する「私の被害想定」

のサイトも繋がるそうです。是非登録しておいてくだ

びの場は増え、軽度知的障害や発達障害、グレー

ゾーンと言われる生徒も少なからずいます。「イン

クルーシブ教育実践推進学校全 18 校の進路担当

教員向けに、就労や福祉の情報を共有する場があ

る」とお聞きしました。学校を問わず、障害を受

容している生徒とその保護者には、障害基礎年金

の申請や就労支援、就労定着支援などのサポート

を支援学校と同様に受けられるよう、また、療育

手帳がなくても受けられる福祉サービス等の情報

を本人や保護者に提供し、卒業後も福祉に繋がれ

るような配慮をお願いします。

　　人事異動の際は、知的障がいの専門知識のあ

る教員が必ず居るように配慮をお願いします。

　　海老名市の進める「フルインクルーシブ教育」

の取り組み状況について、県としての継続的な情

報発信をお願いします。また幼児期からの切れ目

のない支援と学齢期の施設・人材両面の整備を進

めてください。

　　沢渡にあった県社会福祉会館の老朽化に伴い、 

令和 3 年 7 月に現在の反町に事務局を移転しまし

た。その際、5 年の緩和措置で 50％の賃料の減免

措置を受けていますが、 年間 21,710 円だった賃

料は半額でも年間 130,178 円とおよそ 6 倍になり

ました。令和 8 年度に減免措置がなくなれば更に

2 倍に跳ね上がり、活動継続危機の死活問題です。

部屋は他団体との共同利用で、育成会の占有スペー

スはわずかに机 1 つ分ですが、関係各所との連絡

など事務局の設置は必要不可欠ですし、ともに生

きる社会の実現の為、私たちの活動は行政にとっ

ても不可欠だと自負しています。関係団体と共に、

期間限定ではない継続的な賃料助成の請願を提出

しました。　

を中心に取り組み

を進められていま

す。この懇談を基

に要望③をまとめ

ていますのでご確

認ください。

さい。この懇談を

基に要望②をまと

めていますのでご

確認ください。

県教育委員会との懇談

県危機管理防災課との懇談

5 月 20 日

5 月 22 日

神奈川県社会福祉センターにおける
賃料助成について

　（福祉施策検討委員会）
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東京大会/本人大会
全国手をつなぐ育成会連合会全国大会
　

日時：2025 年 11 月 8 日（土）・9 日（日）
場所：日本工学院専門学校（蒲田キャンパス）
今年度は会員外の方も参加できます。
会場が近くですので、皆さま
お誘いあわせの上ご参加ください。　

「ともに生きる社会を目指して」

編集後記

日時：2026 年 1 月 22 日（木）
講師：又村あおい　氏
内容：成年後見制度改正の中間報告から
　　　成年後見制度がどのように
        変わるのかの解説をしていただきます。
共催：ジェイアイシー

ダウンロードしてお役立てください

防災あんしんブック

子育て応援ブック

「支部情報」に支部ごとの年間を通した活動が載っています。学びあり、楽しい

イベントあり、様々な機会にお互いが知り合ったり、つながりが続いていくと、

大 好 評 ！
県育成会研修会　
zoomによるオンラインセミナー

人権啓発トークショー2025
「してみない？支援の断捨離」
日時：2025 年 8 月 1 日（金）
        10:00 ～ 12:00
場所：綾瀬市オーエンス文化会館小ホール
講師：羽村　龍　氏
主催：綾瀬市手をつなぐ育成会
共催：神奈川県手をつなぐ育成会

今や、少し先の将来への安心になるのだろうと思います。「共に生きる」ためにも、各所へ要望

をお伝えすることを通して顔の見える関係性であることや、私たちの実体験に基づく話をお伝え

したり、立場を超えて、みんなで考え続けることも大切なのだろうと思います。（広報委員 A.A）


